
旭川医科大学大学院医学系研究科修士課程（看護学専攻） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 

 看護学を基盤とした高度専門医療人として健康課題の問題解決にとり組むた

めに必要な保健、医療、福祉に関する専門的知識と高い倫理観、学際的な視野

に基づく実践能力および研究手法を修得し、科学的根拠に基づいた実践と研究

が展開できるよう体系的にカリキュラムを編成します。 

 

 修士論文コースでは、共通科目で研究に関する基礎的能力を養い、各領域の特

論・演習・特別研究をとおして研究遂行能力を育成します。 

 

 

 高度実践コースでは、がん看護学及び高齢者看護学の共通科目・専門科目をと

おして高度な専門的看護の実践能力を育成します。 

 

 成績の評価は、学位授与の方針に基づき各科目に掲げられている履修の目的や

目標の達成度をめやすとして評価します。評価は 、プレゼンテーションやデ

ィスカッション、課題レポート、筆記試験、実技など各科目で設定された方法

により行います。 

 

 科学的根拠に基づく研究方法を用いた研究成果に基づく考察を備え、学位に相

応しい修士論文を作成できるよう研究指導計画書に沿った適切な助言と研究

指導をします。 

 

 特別研究及び課題研究では、 進捗状況が各年次で達成すべき水準に到達して

いるか、研究計画発表会等によって確認します。 

 

 論文審査では、研究及び学修成果が学位に相応しい内容であるかを論文審査基

準にもとづき審査します。 

 

 


